
 

講演：ウラニウムから見える「核問題」 

ヒロシマからフクシマへ 

講師：恵泉女学園大学教授 上村英明先生 

昨年 3月のハカルワカル映画会『わたしの、終わらない旅』の際、上村先生には「核をさま

ざまに考える」と題し、ICAN の「核兵器禁止条約」についてお話しいただきました。今回

も、＜ウラニウムから見える「核問題」－ヒロシマからフクシマへ＞とのテーマで、ウラニ

ウムという視点から、ヒロシマ、ナガサキそしてフクシマと、私たちを巡る「核」のグロー

バルな関係を考えてみたいと思います。また、社会運動家としての立場からの多彩な市民活

動などについてもお話しいただけると思います。ご期待ください。 

1956 年熊本市生まれ。1979 年慶應大学法学部卒業、1981 年早稲田大学大学院経済学研究

科修了。1982年先住民族の権利保障に取り組む NGO「市民外交センター」を設立。2002年

恵泉女学園大学教員（現在、同平和文化研究所所長）。2015年翁長雄志沖縄県知事と国連人

権理事会（ジュネーブ）に参加。 

上村 英明先生（うえむら ひであき）＜恵泉女学園大学教授、市民外交センター代表＞ プロフィール 

 

ハカルワカル広場 3月定例お茶会 

3月 2日（土）１０：００～１２：００ 

@ ハカルワカル広場 


